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※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。
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財政課 担当係 財政係 管理番号 4171都市競艇関係事務

みんなで創る協働のまち

行財政運営の推進
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　埼玉県都市ボートレース企業団は、本市を含めた県内１５市で構成され、戸田競艇場の競艇施行に関する事務を共
同処理を行う一部事務組合である。この事業は、埼玉県都市ボートレース企業団との調整や、収益があった場合の収
益金を市の歳入予算として計上するなどの事務を行うものである。なお、競艇施行によって生じた収益は、組合を構
成する各市に均等に配分される。
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区分

事務事業評価表
１．基本事項

0.14 0.14

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

埼玉県都市ボートレース企業団と円滑な事務調整を行い、収益金等を適切に予算計上及び予算執行するため。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

埼玉県都市ボートレース企業団との事務調整を行うとともに、収益金等を適切に予算計上及び予算執行することによ
る。

成果
※何を求めるか

埼玉県都市ボートレース企業団と円滑な事務調整が行えるとともに、収益金等を適切に予算計上及び予算執行するこ
とができる。

中項目 2 将来に向けた持続可能なまちづくり
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単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※
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0.14

0事
業
費 地方債

年度別計画

0 0
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0
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作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
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予算事業

本事業の
主な業務

都市競艇関連業務

執行体制

項 目



百万
円

0.00

組合事務が適切に処理され、適正な収益分配金が配分される　/　目標値＝予算、実績値＝決算

　

令和
7年度

令和
8年度

4.00

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

都市競艇開催を広報等で周知を図り分配金の向上をめざす（不定期開催、目標設定せず）　/　広報等への都市競艇周知回数

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 財政課　財政係長　山口圭一

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

　収益金は、市の教育や医療費などに係る貴重な財源となっており、令和
５年度から増額された配分金を適切に受領し、最大限の活用を図った。

A

A

　例年安定した収益金の配分が行われており、令和５年度は配分金が増額
となった。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 財政課　財政係長　山口圭一

　令和２～４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、競艇の開
催について広報への記事掲載により周知を行うことは控えてきたが、令和
５年度においては、５月、８月、１１月、２月に競艇の開催日を広報に掲
載した。ボートレースの配分金は、市の教育やこども医療費などの事業に
活用されている貴重な財源であることから、今後も定期的に広報への記事
掲載を行っていく。

実績値の算出式

62.30 70.00

　

　

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

実績値

60.00 70.00 70.00

目標値

成果指標１

単
位

回

３．評価指標

評価評価の観点区分

　

目標値

実績値

区分

広報等への都市競艇周知回数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

収益金分配額 目標値

実績値

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所



□ ①拡充,重点化(コスト投入) □委託化等の検討

■ ②現状のまま継続 □成果向上のための改善

□ ③見直して継続 □効率化のための改善

□ ④目的達成による終了 □事業規模の縮小

□ ⑤廃止を検討 □他の事務事業と統合

財政係 管理番号

令和7年度以降に取り組む
改善・改革案・今後の課題

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

７．改善改革プラン・今後の課題

令和6年度に実施する
改善・改革案

（事業目的・各指標の達成に必要
な改善、業務の効率化を図るため

の改善）

８．評価指標グラフ

６．所属長評価（今後の方向性）

５．前年度改善改革プラン達成状況

　競艇事業の収益金は、市の教育・福祉分野などの貴重な財源となってい
る。
　今後も、競艇の節度ある利用と市の貴重な財源となっている重要性の周
知を図り、市民の理解を得ながら財源の確保に努める。

令和4年度の評価を受けて
設定した改善・改革案

達成状況及び
その効果

評価者 財政課長　菅原孝一

評価の内容説明

4171事務事業 都市競艇関係事務 担当課 財政課 担当係

区分 活動指標１ 指標名 広報等への都市競艇周知回数

区分 成果指標１ 指標名 収益金分配額

0

2

4

6

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

目標値

実績値

55

60

65

70

75

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

目標値

実績値

上記を実施するための具体的な取組内容は？


